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河川および港湾等における油流出事故の際の初期対応として、水面に浮遊する油を迅速確実に吸着するための製品です。従来の化学繊維系

の吸着材と異なり、植物系中空繊維主体の油吸着材です。水をほとんど吸わず油だけ吸います。自重の３０倍以上の吸着力を有し、水に沈みま

せん。
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技術賞，審査証明等

①どこに新規性があるのか?

地球環境保全を配慮し、従来の化学繊維ではなく天然繊維を使用している。

単位重量あたりの油吸着量が従来品の約3倍である。

吸着後の油のしたたり落ちがほとんどない。

4種類の油吸着材を1セットにした、緊急用油液処理キットは河川だけでなく工場、構内など小規模の漏

油に素早く対応可能である。

②期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)

吸着力に優れているため、回収時間の短縮を図ることができる。

回収後の油漏れがほとんどなく、二次災害の発生を防ぐことができる。

焼却時の熱エネルギー発生量が化繊の約半分、二酸化炭素排出量は約1/3である。

油吸着量が化繊製品の約3倍である。

油の保持力が化繊製品の3倍であり、二次汚染の恐れがない。

発生ゴミ量が化繊製品の3分の1である。カクイオイルキャッチャー

適用条件

①自然条件

極度の寒冷地以外の河川および海洋における油流出事故に対応可能です。

②現場条件

人力作業の可能なスペースを確保する。必要に応じて備蓄をしてください。

③技術提供可能地域

全国どこでも提供可能です。

④関係法令等

特になし

適用範囲

①適用可能な範囲

0℃～120℃まで、油の種類により異なる。道路、河川、海上で使用可能。

重油、軽油、灯油、植物油等

有機溶剤も吸着可能です。

②特に効果の高い適用範囲

河川、海上の浮上油

全く流れがない～緩やかな流れであること
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